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【ZigZag memo No066】公務員不祥事 

 

2025(R7)年７月９日（水）時点 YAHOO、ネットニュースより拾ったものたが総て最近（１週間以

内）のものである。図－１は教員の不祥事、図－２は警察官の不祥事である。今始まったことではないか

あまりにもひどいではないか。 

図－１ 図－２ 
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関連して、山形新聞は図－３のとおりの社説を書

いた。なお、県内を対象としている。 

 公務員は国民・市民の税金で生活を営んでいるの

だ、それも、年金の原資となっていることからは生

涯の生活原資は税金なのだ。役所に入所さえすれば

民間企業のような生きて行くための格別な努力をし

なくても済むというとてもとても恵まれた立場なの

だ。なかんずく、教員は万物の霊長たる人間を指導

教育する身分だ、警察官は他人の不祥事を取り締ま

る身分だ。一般平民とは異なる格別の社会的地位に

ある者なのだ。それが、裏では平然と悪事を働いて

いる。とんでもないことである。「再発防止策こそ

不断に」という掛け声はそのとおりであるが、実効

を上げる対策とは何かである。 

 まず、組織の会議を何百回開催しようが無意味に

等しい、なぜならば、公式の会議体は須らく「建て

前」に終始するのが世の常だからである。よくある

ことだが、高額の報酬を支払う有識者を集めて第三

者に再発防止策を委ねるということもまったく意味

をなさない。 

 

 私が行う不断の再発防止策とは次の２点である。 

毎日朝夕の職場ミーティングにおいては 

○１;“「信賞必罰」を厳格に適用する。不祥事は決 

 して貴方の立場を擁護しない、逮捕は即刻懲戒解 

 雇である。”と言明することである。 

 

○２;時間は「公・私」を一貫していることからは、 

“一日 24時間、365日○○の従業員である、 

○○の職員である”と言明することである。 

 

繰り返し繰り返し、――まさに不断に、意識改革

の徹底を図ることである。これにはコストは皆無で

ある。 

 

真意は［ 【Zigzag-memo  No16】 「時・空」

に境界・色なし ］を参照のこと。 

 

 

（end） 

図－３ 


